













江 稔：右鎖骨下から腋窩動脈の慢性完全閉塞に対する EVT 中に生じた hematoma に
対して cutting balloon が有用であった 1 例 第 22 回 CVIT 近畿地方会（2014.02.01 
大阪） 
 八木典章、堀江稔：心疾患二次予防における高血圧患者教育の取り組みについて 第
41 回関西高血圧研究会（2014.02.07 京都） 
 久保多恵子、芦原貴司、野村成章、船橋斉、堀江稔：薬剤の心臓安全性評価における
in silico 心臓シミュレーション評価の有用性 第 5 回日本安全性薬理研究会学術集会
（2014.02.14-15 東京） 
 藤居祐介、小澤友哉、伊藤英樹、山本孝、伊藤誠、堀江稔：滋賀ハートチームによる
低左心機能患者に対する集学的治療 第 37回循環器内科・外科フォーラム（2014.03.08 
大阪） 
 Harita T, Makiyama T, Shizuta S, Sasaki K, Wuriyanghai Y, Nishiuchi S, Hayano 
M, Yamamoto Y, Kamakura T, Chen J, Ohno S, Horie M, Kimura T. The Association 
Between the Hereditary Factor of Atrial Fibrillation and the Recurrent Atrial 
Arrhythmias After Catheter Ablation Therapy. 第 78 回日本循環器学会総会・学術集
会 (2014.03.21-23 東京) 
 古田充、殻内洋介、中田智彦、坂田宗平、木村紘美、相庭武司、吉永正夫、大崎裕亮、
中森雅之、伊藤秀樹、佐藤貴子、久保田智哉、門田一繁、進藤克郎、望月秀樹、清水
渉、堀江稔、岡村康司、大野欽司、高橋正紀：Kir3.4 変異は Kir2.1 に対する抑制作用
を通して Andersen-Tawil 症候群を引き起こす . 第 55 回日本神経学会学術大会
（2014.05.21-24 福岡） 
 伊藤英樹、Crotti Lia、Schwartz J Peter、林研至、中島忠、大野聖子、牧山武、山岸
正和、井本敬二、Pascale Guicheney、堀江稔：後天性 QT 延長症候群の発症病態 第
91 回日本生理学会大会（2014.3.16-18 鹿児島） 
 Ohno S.:Genetic analysis for inherited arrhythmias using benchtop next generation 
sequencer. International Research Symposium on Inherited Arrhythmias 
2014(2014.03.22,Tokyo,Japan) 




 林秀樹：肺性 P 波と心房細動の発生 第 34 回日本ホルター・ノンインベイシブ心電学
研究会(2014.06.07 名古屋) 
 加藤 浩一、米田 直人、栗本 泰行、廣吉 康秀、久松 恵理子、山中 あすか、冨澤 宗
樹、田中 康史、北川 泰生、堀江 稔：一過性完全房室ブロックを契機に心 Fabry 病を





英、犀川哲典、上山 剛、清水昭彦、堀江 稔：HERG 遺伝子変異を伴い Brugada 型
心電図波形を示した特発性心室細動の１例。第 25 回臨床不整脈研究会 (2013.01.12 
東京) 
 澤山裕一、伊藤英樹、服部哲久、小澤友哉、山本 孝、杉本喜久、芦原貴司、伊藤 誠、
堀江  稔：Single-coil から dual-coil への変更で除細動閾値が低下したブルガダ症候
群の一例。第 26 回京滋奈良ハートリズム研究会 (2013.02.02 京都) 
 芦原貴司：心臓細動のリズムコントロールに有効もアミオダロン減量が必要となった
一例。第 40 回関西高血圧研究 (2013.02.08 京都) 
 Hasegawa K, Ohno S, Itoh H, Hattori T, Makiyama T, Toyoda F, Ding WG, Chinushi 
M, Matsuura H, Horie M. A Novel KCNQ1 missense mutation identified in a 
patient with juvenile-onset atrial fibrillation causes constitutive open IKs channel. 
第 77 回日本循環器学会総会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Hasegawa K, Ohno S, Kawamura M, Dochi K, Itoh H, Hayashi H, Makiyama T, 
Chinushi M, Ito M, Horie M. A rare KCNE1 polymorphism, D85N, as a genetic 
modifier in severe phenotypes of catecholaminergic polymorphic ventricular 
tachycardia. 第 77 回日本循環器学会総会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Ohno S, Kawamura M, Ohmura M, Kimura H, Makiyama T, Itoh H, Ushinohama H, 
Makita N, Horie M. Exon-3 deletion of RYR2 leads to left ventricular 
non-compaction with catecholaminergic polymorphic ventricular tachycardia and 
severe bradycardia. 第 77 回日本循環器学会総会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Hisamatsu T, Miura K, Ohkubo T, Fujiyoshi A, Kadota A, Kadowaki S, Yamamoto T, 
Miyagawa N, Torii S, Saitoh Y, Takashima N, Murakami Y, Okamura T, Horie M, 
Ueshima H. Non-HDL cholesterol is strongly associated with coronary artery 
calcification in a general population of Japanese men: SESSA. 第 77回日本循環器学
会総会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Hisamatsu T, Miura K, Ohkubo T, Yamamoto T, Miyagawa N, Fujiyoshi A, Kadota 
A, Takashima N, Okuda N, Murakami Y, Okamura T, Horie M, Okayama A, 
Ueshima H. Higher dietary long-chain n-3 fatty acids attenuated the effect of 
higher resting heart rate on the risk of cardiovascular mortality. 第 77 回日本循環器
学会総会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Hayashi H, Kawaguchi T, Matsumoto T, Horie M. Clinical impact of distribution of 
visceral and subcutaneous fat on exercise capacity: implications of obesity paradox. 
第 77 回日本循環器学会総会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Horie M, Ohno S, Itoh H, Hayashi H, Kimura H, Hattori T, Kawamura M, Naiki N, 
Dochi K, Hasegawa K, Makiyama T. Genetic and acquired background of fatal 
arrhythmias. 第 77 回日本循環器学会総会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Wang Q, Ohno S, Miyamoto A, Itoh H, Ding WG, Wu Jie, Kimura H, Makiyama T, 
Matsuura H, Horie M. Gain of function in IKr channels caused by three novel 
KCNH2 mutations which were identified in patients with Brugada-like ECG. 第 77
回日本循環器学会総会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Kato K, Makiyama T, Kimura H, Naiki N, Itoh H, Ohno S, Horie M. Sick sinus 
syndrome prevalence in Japanese sodium channelopathy. 第 77 回日本循環器学会総
会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Miyamoto K, Nakajima I, Yamada Y, Okamura H, Noda T, Satomi K, Aiba T, 
Kimura H, Hayashi H, Ishihara M, Anzai T, Yasuda S, Ogawa H, Miyamoto Y, 
Kamakura S, Horie M, Shimizu W. Efficacy and safety of flecainide for ventricular 
arrhythmias in patients with Andersen-Tawil syndrome. 第 77 回日本循環器学会総
会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 Ashihara T, Haraguchi R, Inada S, Nakazawa K, Ikeda T, Ozawa T, Nakazawa Y, 
Hattori T, Itoh H, Itoh M, Horie M. A Theoretical Study on the Mechanism of 
Complex Fractionated Atrial Electrograms with Continuous Deflection during 
Chronic Atrial Fibrillation. 第 77 回日本循環器学会総会・学術集会 (2013.03.15-17 
横浜) 
 Hayashi H, Kawaguchi T, Matsumoto T, Horie M. Clinical Impact of Distribution of 
Visceral and Subcutaneous Fat on Exercise Capacity: Implications of Obesity 
Paradox. 第 77 回日本循環器学会総会・学術集会 (2013.03.15-17 横浜) 
 芦原貴司： 間違いだらけの心電図判読 第 4 回卒後臨床研修イブニングセミナー 
(2013.06.07 滋賀) 
 林 秀樹、川口民郎、内貴乃生、酒井 宏、山本 孝、藤田正俊、堀江 稔: 320 列
面検出器コンピューター断層撮影で検出された冠動脈スパズム 第 115 回日本循環器
学会近畿地方会 (2013.06.15 京都) 
 冨田行則、服部哲久、伊藤英樹、児玉 健二、福沢綾子、高橋宏明、八木典章、木村
紘美、山科 聡、酒井 宏、小澤友哉、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔: 心室細動後
の 12 誘導心電図で広範囲な ST 上昇を認めた J wave syndrome の一例 第 115 回日
本循環器学会近畿地方会 (2013.06.15 京都) 
 酒井 宏、山本 孝、木村紘美、八木典章、富田行則、伊藤 誠、堀江 稔: 急性期
に興味深い心電図変化を呈した冠動脈自然解離による若年性急性心筋梗塞の１例 第
115 回日本循環器学会近畿地方会 (2013.06.15 京都) 
 中泉伸彦、伊藤英樹、児玉 浩、富田行則、八木典章、服部哲久、木村紘美、酒井 宏、
小澤友哉、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔、椙本 晃: KCNH2 遺伝子変異による徐
脈性 QT 延長症候群の一家系 第 115 回日本循環器学会近畿地方会 (2013.06.15 京
都) 
 小澤友哉、伊藤 誠、堀江 稔: QT 延長症候群に併発した発作性心房細動から特発
性心室細動が誘発され拡大肺静脈隔離術が有効であった症例 第 115 回日本循環器学
会近畿地方会 (2013.06.15 京都) 
 澤山裕一、八木典章、酒井 宏、伊藤英樹、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔、奥野貴
史: 多発性骨髄腫の早期診断・治療が心アミロイドーシスの加療に著効した一例 第
115 回日本循環器学会近畿地方会 (2013.06.15 京都) 
 堀江 稔：イオンチャネル病としての QT 延長症候群－とくに KCNJ2 変異について 
第 30 回国際心臓研究学会（ISHR）日本部会総会    （2013.06.29 サンディエ
ゴ） 
 加藤浩一：ミニレクチャー PCPS の基本的な知識について～心不全薬物治療の話題も
含めて～ （2013.6.29 大津）  
 堀江 稔：教育講演 iPS 細胞？遺伝子解析とは 第 28 回日本不整脈学会学術大会
（2013.07.05 東京） 
 芦原貴司：教育講演 In silico 不整脈学：新たな不整脈治療のために．第 28 回日本不
整脈学会学術大会（2013.07.05 東京） 
 芦原貴司：抗不整脈デバイスの治療戦略と理論的背景-ICD ショックによる電気的除細
動器のトンネル電播仮説-理論研究第 28 回日本不整脈学会学術大会（2013.07.05 東京） 
 酒井 宏：若年者に発生した冠動脈自然解離による急性冠症候群の 1 例 第 22 回 日
本心血管インターベンション 治療学会学術集会 （2013.07.11-13 神戸） 
 山本 孝：シロリムス溶出性ステント留置後に発生した超遅発性巨大冠動脈瘤の 1 例 
第 22 回 日本心血管インターベンション 治療学会学術集会 （2013.07.11-13 神戸） 
 児玉健二、服部哲久、伊藤英樹、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔、畔柳智司、浅井 徹：
診断に難渋したうっ血性心不全の１例 第 74 回滋賀県循環器疾患研究会（2013.07.27 
滋賀） 
 冨田行則、八木典章、服部哲久、内貴乃生、木村紘美、酒井 宏、小澤友哉、伊藤英
樹、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔 当院における静脈血栓塞栓症例 第 74 回滋賀県
循環器疾患研究会（2013.07.27 滋賀） 
 伊藤 誠：学校健診で異常を指摘されなかった心肺蘇生例についての検討 救急医療研
修会滋賀県医師会 (2013.9.7 大津)  
 大野聖子、福山 恵、長谷川奏恵、木村紘美、伊藤英樹、牧山 武、堀江 稔：若年時に
診断された催不整脈性右室心筋症・異形成（ARVC/D）患者の臨床的および遺伝的特徴。
第 30 回日本心電学会（2013.10.11-12 青森） 
 篠原徹二、江畑有希、綾部礼佳、岡田憲広、油布郁夫、中川幹子、高橋尚彦、堀江 稔：
Plakophilin-2(PKT2-R157)の変異が判明し、Isolated Delayed Component を指標とし
たカテーテル心筋焼灼術が有効であった催不整脈性右室心筋症の 1 例。第 25 回カテー
テルアブレーション委員会公開研究会（2013.11.02 横浜） 
 堀本かんな、伊藤英樹、小澤友哉、内貴乃生、冨田行則、藤居祐介、八木典章、服部
哲久、木村紘美、芦原貴司、松本祐一、酒井 宏、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔：
short-coupled variant of torsade de pointes の遺伝的背景 第 116 回日本循環器学会
近畿地方会（2013.11.30 大阪） 
 肥後洋祐、酒井 宏、八木典章、伊藤英樹、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔：アミオ
ダロンにより間質性肺炎と甲状腺機能低下を来たした 1 剖検例 第 116 回日本循環器
学会近畿地方会（2013.11.30 大阪） 
 宮田和明、八木典章、長谷川奏恵、松本祐一、酒井 宏、小澤友哉、山本 孝、伊藤 
誠、堀江 稔：蛸壺型心筋症を合併した COPD 急性増悪に ASV が著効した一例 第
116 回日本循環器学会近畿地方会（2013.11.30 大阪） 
 宮田和明、八木典章、長谷川奏恵、松本祐一、酒井 宏、小澤友哉、山本 孝、伊藤 
誠、堀江 稔：左難治性胸水に対してトルバプタンが著効し，長期投与により経過良
好の一例 第 116 回日本循環器学会近畿地方会（2013.11.30 大阪） 
 児玉健二、八木典章、酒井 宏、伊藤英樹、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔、塩谷 淳：




本 孝、杉本喜久、伊藤 誠、堀江 稔：無冠尖からの通電で焼灼し得た ATP 感受性
心房頻拍の１例 第 75 回滋賀県循環器疾患研究会 (2013.12.21 滋賀) 
 藤居祐介、伊藤英樹、服部哲久、小澤友哉、芦原貴司、児玉健二、高橋宏明、福沢綾
子、冨田行則、八木典章、松本祐一、内貴乃生、木村紘美、酒井 宏、山本 孝、伊
藤 誠、堀江 稔：Verapamil が VF storm に有効であった突発性心室細動の１例 第
75 回滋賀県循環器疾患研究会 (2013.12.21 滋賀) 
 
【２０１２】 
 堀江 稔：心筋イオンチャネル病：疾患群としての概要と発症機序。 厚生労働科学
研究難治性疾患克服研究事業奨励研究分野３班合同ワークショップ （2012.01.22 
大阪） 
 酒井 宏：二次性肺高血圧症の２例。第 39 回関西高血圧研究会 (2012.02.03 京都) 
 内貴乃生、林 秀樹、吉野知秀、川口民郎、谷口 晋、宮本 証、杉本喜久、伊藤 誠、
堀江 稔：ICD 及び CRT-D 植え込み症例における、J 波の臨床意義。 第 24 回京滋
奈良ハートリズム研究会(2012.02.04 京都) 
 小澤友哉、伊藤 誠、道智賢市、宮本 証、中澤優子、芦原貴司、杉本喜久、堀江 稔：
二次性心筋障害における刺激伝導系が関与すると思われる心室頻拍に対するカテーテ
ルアブレーション根治術。第 24 回京滋奈良ハートリズム研究会(2012.02.04 京都) 
 福本大介、山本 孝、八木典章、宮本 証、酒井 宏、長岡伊織、堀江 稔：2 枝 BK-CTO
へ PTA の後、集学的治療により下肢救済に成功した巨大潰瘍を伴う CLI の１例。第
26 回滋賀医科大学呼吸循環器内科定期総会 （2012.02.18 滋賀） 
 Sakai H, Tsutamoto T, Kawahara C, Horie M: Myocardial Infarction Influences on 
the Secretions of BNP and NT-proBNP Independent of Hemodynamic Overload. 第
76 回日本循環器学会学術集会 （2012.03.16-18 福岡） 
 Hattori T , Makiyama , Ohno S, Sasaki K, Kamakura T, Hayashi H, Itoh H, Horie 
M, Kimura T: Genetic analysis of candidate gene mutations in patients with short 
QT syndrome.第 76 回日本循環器学会学術集会 （2012.03.16-18 福岡） 
 Sato A, Watanabe H, Louise H, Makiyama T, Shimizu W, Sonoda K, Hasegawa K, 
Yagihara N, Iijima K, Izumi D, Furushima H, Roden DM. , Horie M, Chinushi M, 
Aizawa Y: The various unusual phenotypes and overlaps caused by a D1275N 
mutation in SCN5A. 第 76 回日本循環器学会学術集会 （2012.03.16-18 福岡） 
 Hattori T, Makiyama T, Akao M, Ehara E, Ohno S, Iguchi M, Sasaki K, Kamakura 
T, Itoh H, Horie M, Kimura T: Overexpression of heterozygous KCNJ2-M301K 
channels identified in short QT syndrome abbreviated action potential durations in 
neonatal rat ventricular myocytes.第 76 回日本循環器学会学術集会 （2012.03.16-18 
福岡） 
 Dochi K, Ohno S, Itoh H, Itoh M, Horie M. Clinical characterisation of the patient 
with a common splicing mutation, KCNQ1-A344A. 第 76 回日本循環器学会学術集会 
（2012.03.16-18 福岡） 
 Yoshino T, Hayashi H, Sugimoto Y, Miyamoto A, Taniguchi A, Kawaguchi T, Itoh M, 
Horie M, Naiki N: P-Wave-based Risk Stratification for Atrial Fibrillation 
Development. 第 76 回日本循環器学会学術集会 （2012.03.16-18 福岡） 
 Naiki N, Hayashi H, Miyamoto A, Yoshino T, Kawaguchi T, Taniguchi A, Sugimoto 
Y, Itoh M, Horie M: Comparison of J Wave and Interventricular Conduction Defect: 
Mechanistic Insights into Arrhythmogenic J Wave. 第 76 回日本循環器学会学術集会 
（2012.03.16-18 福岡） 
 Yoshino T, Nakae I, Hayashi H, Mitsunami K, Horie M: Different influences of 
impaired myocardial fatty acid metabolism and aging/gender on left ventricular 
diastolic function by time-volume curve analysis. 第 76 回日本循環器学会学術集会 
（2012.03.16-18 福岡） 
 Tsutamoto T, Wada N, Yamakawa T, Fujii M, Matsumoto T, Wada A, Ohnishi M, 
Sakai H, Horie M: Beneficial effects of sitagliptin in mild heart failure patients 
with diabetes mellitus. 第 76 回日本循環器学会学術集会 （2012.03.16-18 福岡） 
 Kawaguchi T, Hayashi H, Miyamoto A, Yoshino T, Naiki N, Taniguchi A, Sugimoto 
Y, Itoh M, Horie M: Clinical impact of supraventricular and ventricular progressive 
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－ACE 阻害薬の冠動脈保護作用－ACE-Inhibitor Frontier 2011 「～薬理学的知見、
そして臨床へ～」 (2011.02.24 大阪) 
 林 秀樹、宮本 証、吉野知秀、川口民郎、 谷口 晋、伊藤英樹、杉本喜久、伊藤 誠、
GE Healthcare、Joel Xue、滋賀医科大学社会医学講座、村上義孝、堀江 稔 ：滋賀
医科大学附属病院におけるＱＴ間隔短縮例の検討。 第 22 回 京滋奈良ハートリズム
研究会．（2011.02.26 京都） 
 宮武秀光、芦原貴司、小澤友哉、宮本 証、中澤優子、伊藤英樹、林 秀樹、杉本喜
久、伊藤 誠、堀江 稔：特発性心室細動（ＶＦ）発症前後の 12 誘導心電図にて著明
なＪ点の上昇を認めた３例。第 22 回 京滋奈良ハートリズム研究会．（2011.02.26 京
都） 
 藤居祐介、芦原貴司、小澤友哉、伊藤英樹、宮本 証、中澤優子、杉本喜久、伊藤 誠、
堀江 稔：発作性心房細動に対する拡大肺静脈隔離術後に急性胃拡張を合併した 1 例。
第 22 回 京滋奈良ハートリズム研究会．（2011.02.26 京都） 
 松本鉄也：ACE 阻害薬の多面的作用: SPAIC 試験 (Shiga Plasminogen Activator In 
Coronary circulation study) "性差による降圧治療を考える研究会" (2011.03.26 愛
知) 
 堀江 稔：家族性 QT 延長症候群の遺伝診断と治療 第 5 回愛媛発達心臓病研究会 
(2011.04.09 愛媛) 
 堀江 稔： 不整脈の Up To Date 循環器 合同エキスパートミーティング 
(2011.04.16 岡山) 
 芦原貴司：パネルディスカッション 日常生活における抗凝固療養の現状と課題 滋
賀県 Care AF 講演会 (2011.04.23 滋賀) 
 堀江 稔：遺伝性不整脈の診断と治療における iPS 細胞利用の可能性 iPS アカデミ
アジャパン研修会 (2011.05.20 京都) 
 堀江 稔：食塩と高血圧～遺伝と環境～ Hypertension Forum in Shiga (2011.05.26 
滋賀) 
 岡川浩人、鹿野真由美、西山敬三、松井俊樹、山岡 修、大村 具子、伊藤 誠、堀
江 稔：学校検診にて発見された早期再分極症候群(J wave syndrome)の疑われる一例。
第 70 回滋賀県循環器疾患研究会 (2011.06.11 滋賀) 
 坂田憲祐、山路正之、宮本 証、児玉浩志、酒井 宏、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔：
腹部動脈瘤にて発見された感染性心内膜の 1 例。第 70 回滋賀県循環器疾患研究会 
(2011.06.11 滋賀) 
 児玉浩志、浅田紘平、宮武秀光、酒井 宏、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔：上腸管
膜動脈に狭窄を認めた B 型大動脈解離の 1 例。第 70 回滋賀県循環器疾患研究会 
(2011.06.11 滋賀) 
 伊藤 誠：心房細動のアブレーション治療―最近の進歩― 第 215 回彦根循環器疾患
談話会特別講演 (2011.06.18 滋賀) 
 林 秀樹、渋川武志、平岩康之、木下妙子、岩本朋美、川口民郎、中江一郎、松本鉄
也、堀江 稔： 運動療法における内臓脂肪の意義 第 9 回滋賀呼吸循環器フォーラ
ム (2011.07.16 滋賀) 
 坂本 愛、八木典章、酒井宏、坂田憲祐、福本大介、浅田紘平、奥山雄介、山本 孝、
伊藤 誠、堀江 稔： 脳出血で発見された感染性心内膜炎の一例 第 9 回滋賀呼吸
循環器フォーラム (2011.07.16 滋賀) 
 坂田憲祐 、小澤友哉 、児玉浩志 、宮本 証 、中澤優子 、芦原貴司 、林 秀樹、
杉本喜久 、伊藤 誠 、堀江 稔： 失神歴があり７年後に意識消失が心室細動発作
であると確認された特発性心室細動の一例 第 9 回滋賀呼吸循環器フォーラム 
(2011.07.16 滋賀) 
 芦原貴司:心電図の魅力が倍増する心電図漫談 第７回卒後臨床研修イブニングセミナ
ー (2011.07.22 滋賀) 
林 秀樹、木藤克之、三ッ浪健一、菊地克久、阪上芳男、堀江 稔： シベンゾリンと
ダビガトランの内服直後に発症した無顆粒球症の一例。 第 23 回京滋奈良ハートリズ
ム研究会 (2011.07.30 京都) 
 坂田憲祐、小澤友哉、児玉浩志、宮本 証、中澤優子、芦原貴司、林 秀樹、杉本喜久、
伊藤 誠、堀江 稔： 失神歴があり７年後に意識消失が心室細動発作であると確認さ
れた特発性心室細動の一例。第 23 回京滋奈良ハートリズム研究会 (2011.07.30 京
都) 
 Hisamatsu T, Ohkubo T, Miura K, Okamura T, Kadota A, Takashima N, Murakami 
Y, Horie M, Okayama A, Ueshima H: Prognostic significance of J-point elevation in 
the Japanese general population: The NIPPON DATA90: 第75回日本循環器学会総
会・学術集会 (2011.08.3-4 横浜) 
 Takigawa M, Kawamura M, Noda T, Yamada Y, Okamura H, Satomi K, Aiba T, 
Aihara N, Kamakura S, Sakaguchi T, Mizusawa Y, Itoh H, Horie M, Shimizu W: 
Seasonal and circadian distributions of occurrence of cardiac events in genotyped 
patients with congenital long QT syndrome. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2011.08.3-4 横浜) 
 Makimoto H, Horie M, Ogawa S, Aizawa Y, Ohe T, Kusano K, Yamagishi M, Makita 
N,  Tanaka T, Makiyama T, Yoshinaga M, Hagiwara N, Sumitomo N, Itoh H, 
Yamada Y, Okamura , Noda T, Aiba T, Kamakura S, Miyamoto Y, Shimizu W: What 
influences β-blocker resistance for secondary prevention of cardiac events in 
patients with congenital long QT syndrome. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2011.08.3-4 横浜) 
 Shiomi H, Imai M, Furukawa Y, Morimoto T, Nakagawa Y, Kadota K, Iwabuchi M, 
Ishii K, Suwa S, Tanaka M, Takahashi M, Nohara R, Horie M, Kambara H, 
Mitsudo K, Nobuyoshi M, Kita T, Kimura T: Impact of Symptom-Onset-to-Balloon 
Time on Long-term Mortality in Patients with Primary Percutaneous Coronary 
Intervention for Acute Myocardial Infarction. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集
会 (2011.08.3-4 横浜) 
 Ashihara T, Haraguchi R, Nakazawa K, Namba T, Ikeda T, Ozawa T, Nakazawa Y, 
Itoh H, Ito M, Horie M: Roles of fibroblasts/myofibroblasts in the mechanisms of 
CFAEs during chronic atrial fibrillation and CFAE-targeted catheter ablation: A 
simulation study. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 (2011.08.3-4 横浜) 
 Tsutamoto T, Sakai H, Kawahara C, Yamaji M, Yamamoto T, Fujii M, Horie M: 
Effects of aliskiren on left ventricular remodeling in patients with dilated 
cardiomyopathy. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 (2011.08.3-4 横浜) 
 Makiyama T, Yoshida Y, Sasaki K, Shizuta S, Doi T, Hattori T, Horie M, Kimura T: 
Establishment of disease-specific induced pluripotent stem cells from a patient 
with Lamin A/C-related cardiomyopathy. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2011.08.3-4 横浜) 
 Kimura H, Zhou J, Itoh H, Mizusawa Y, Miyamoto A, Jitoh Y, Kawamura M, 
Sakaguchi T, Nishio Y, Ding WG, Makiyama T, Ito M, Matsuura H, Horie M: 
Genotype-phenotype correlation in Japanese patients with andersen-tawil 
syndrome. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 (2011.08.3-4 横浜) 
 Kawahara C, Tsutamoto T, Yamaji M, Sakai H, Fujii M, Horie M: The effect of 
spironolactone on high-sensitive cardiac troponin I in patients with chronic heart 
failure. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 (2011.08.3-4 横浜) 
 Miyamoto A, Hayashi H, Yoshino T, Taniguchi A, Kawaguchi T, Sugimoto Y, Ito M, 
Murakami Y, Horie M: Prognostic value of P pulmonale for developing atrial 
fibrillation. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 (2011.08.3-4 横浜) 
 Fujii M, Tsutamoto T, Yamaji M, Kawahara C, Sakai H, Yamamoto T, Horie M: 
Effects of olmesartan on plasma angiotensin II and left ventricular mass index in 
patients with hypertension. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 (2011.08.3-4 
横浜) 
 Kawahara C, Tsutamoto T, Yamaji M, Hiroshi Sakai, Masanori Fujii, Horie M: 
Prognostic role of highly sensitive cardiac troponin T in patients with Nonischemic 
Dilated Cardiomyopathy. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 (2011.08.3-4 横
浜) 
 Kawaguchi T, Hayashi H, Miyamoto A, Yoshino T, Taniguchi A, Sugimoto Y, Ito M, 
Horie M: Prognostic implications of progressive cardiac conduction disease. 第 75
回日本循環器学会総会・学術集会 (2011.08.3-4 横浜) 
 Wada A, Matsumoto T, Ohnishi M, Dohke T, Takayama T, Tsutamoto T, Horie M: 
Oxidative stress linking small heat shock proteins involves cardiac remodeling in 
heart failure. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集会 (2011.08.3-4 横浜) 
 Yamaji M, Tsutamoto T, Kawahara C, Nishiyama K, Sakai H, Yamamoto T, Fujii M, 
Horie M: Long-term effects of Losartan/Hydrochlorothiazide on aldosterone 
breakthrough in patients with hypertension. 第 75 回日本循環器学会総会・学術集
会 (2011.08.3-4 横浜） 
 伊藤 誠：不整脈を知る―心房細動など―第 26 回滋賀医科大学公開講座(2011.09.05 
滋賀) 
 芦原貴司：不整脈を知る―心房細動など―第 26 回滋賀医科大学公開講座(2011.09.05 
滋賀) 
 伊藤 誠： オムロンランチョンセミナー 第 28 回日本心電学会学術集会 
(2011.09.21 福岡) 
 河原千穂、蔦本尚慶、酒井 宏、西山敬三、山路正之、藤井応理、堀江 稔：高感度
トロポニンⅠの繰り返し測定は慢性心不全患者の余語予測に有用か？第５９回日本心
臓病学会学術集会 (2011.09.23-25 神戸) 
 松本鉄也、山門 徹、衣川 亨、三羽邦久、林 秀樹、田中史朗、沢村達也、藤田正
俊：スタチンノレクチン様酸化低比重リポ蛋白受容体-1(LOX-1)系に及ぼす影響：生活
習慣病患者 540 例での検討。第５９回日本心臓病学会学術集会 (2011.09.23-25 神戸) 
 蔦本尚慶、酒井 宏、河原千穂、山路正之、藤井応理、堀江 稔、和田直人、山川高
哉、松本武洋、大西正人、和田厚幸：慢性心不全患者におけるシタグリプチンの BNP
濃度に及ぼす影響。第５９回日本心臓病学会学術集会 (2011.09.23-25 神戸) 
 石垣多佳子、蔦本尚慶、山本 梓、泉 裕美、藤澤義久、清水祥子、五十川静男、堀
江 稔、岡部英俊：EF と BNP を用いた AFI ( Automated Functional Imaging)の有
用性の検討。第５９回日本心臓病学会学術集会 (2011.09.23-25 神戸) 
 河原千穂、蔦本尚慶、酒井 宏、山路正之、藤井応理、堀江 稔：慢性心不全患者に
おいてスピロノラクトンは高感度トロポニンⅠ濃度を低下させるか？第５９回日本心
臓病学会学術集会 (2011.09.23-25 神戸) 
 中江一郎：フイルムリーディングの基礎 2011 関西地区 日本心臓核医学会 地域別教
育研修会 京滋地区研修会(2011.10.01 京都) 
伊藤 誠：心房細動の管理-抗凝固薬の使い方を中心に- 第 9 回近江八幡内科臨床研究
会 (2011.10.13 滋賀) 
 堀江 稔：心房細動と脳血管障害―最近の話題―第 62 回浜松生活習慣病態研究会 
(2011.10.14 静岡) 
 堀江 稔：薬剤誘発性 QT 延長症候群と遺伝的背景（薬剤感受性） 瀬戸内国際臨床試
験カンファレンス (2011.10.15 愛媛) 
 堀江 稔：心臓性突然死を巡る最近の話題―イオンチャネル病― 第 28 回循環器診療
セミナー in 西宮 (2011.11.02 兵庫) 
 堀江 稔：家族性突然死症候群の診断と治療 第 112 回日本循環器学会近畿地方会
(2011.11.27 京都) 
 福本大介：感染性脳動脈瘤を伴った感染性心内膜炎（IE）の２症例 第 112 回日本循
環器学会近畿地方会(2011.11.27 京都) 
 坂田憲祐：下大静脈アプローチが不能であったカテーテルアブレーション症例に対し
3D-CT が有用であった上室性頻拍の１例 第 112 回日本循環器学会近畿地方会
(2011.11.27 京都) 
 渡辺則彦、植田絵美、坂田憲祐、酒井 宏、山本 孝、伊藤 誠、堀江 稔：強皮症
に伴う肺高血圧症の１例。第 71 回滋賀循環器疾患研究会 (2011.12.10 滋賀) 
 浜本 肇、山本 孝、高山幸一郎、川西麻友、堀江 稔、山岡 治、浜本 徹：アル
コール性心筋症の臨床（第 3 報）―飲酒量と血中 BNP 値、新エコー図を経時的に比較
観察しえたアルコール性心筋症の一症例の検討―第 71 回滋賀循環器疾患研究会 
(2011.12.10 滋賀) 
 富田行則、浅田紘平、坂本 愛、中澤優子、小澤友哉、宮本 証、杉本喜久、伊藤 誠、
堀江 稔、細羽 創宇、鈴木友彰、浅井 徹：ペースメーカー植え込み後心内膜炎を
発症した 2 例。第 71 回滋賀循環器疾患研究会 (2011.12.10 滋賀) 
 
【２０１０】 
 松本鉄也：運動療法装置 AT101 の血管内皮機能改善作用 第１０回萱野浦カンファレ
ンス (2010.1.14 滋賀) 
 松本鉄也：アンジオテンシン変換酵素阻害薬の多面的作用から EBM を考える 血管内




における遺伝子変異の検討. 第 24 回滋賀医科大学呼吸循環器内科同門会定期総会 
（2010.01.23 滋賀） 
 道家智博、藤田保、樽谷康弘、川口民郎、八尾武憲、松本祐一、北川直孝、坂本泰三
（岡村記念病院）：Sirolimus-Eluting Stent 再々狭窄の予測因子の検討。第 24 回滋賀
医科大学呼吸循環器内科同門会定期総会 （2010.01.23 滋賀） 
 林 秀樹、吉野知秀、中江一郎 2、宮本 証、石田勝也、杉本喜久、松本鉄也、伊藤 誠、
堀江 稔 ： 虚血中の心室再分極異常：アデノシンの新たな心筋保護作用 第 24 回滋
賀医科大学呼吸循環器内科同門会定期総会 （2010.01.23 滋賀） 
 松本鉄也：低カリウム血症と心肥大を伴った２３歳の男性の１症例: ディスカッサント 
第３７回関西高血圧研究会 (2010. 1.29 京都) 
 松本鉄也、堀江稔：冠動脈疾患における線溶系と RAS の意義 ACEI ルネサンスセミナ
ーイン伊豆 (2010. 2.2 静岡) 
 西山敬三、蔦本尚慶、山路正之、河原千穂、山本 孝、藤井応理、堀江 稔：オルメ
サルタンとカンデサルタンのアンジオテンシンⅡ濃度に及ぼす影響の比較‐心肥大と
の関係 第１５回アンジオテンシンカンファレンス (2010.02.13 大阪) 
 伊藤 誠、中澤優子、伊藤英樹、杉本喜久、宮本 証、水澤有香、芦原貴司、堀江 稔： 
Irrigation catheter を用いた肺静脈隔離術における食道温測定の意義 第 20 回京滋奈
良ハートリズム研究会 （2010.2.13 京都） 
 宮本 証、石田勝也、林 秀樹、吉野知秀、水澤有香、杉本喜久、伊藤 誠、Joel Q. Xue、
堀江 稔： 12 誘導心電図による予後研究 第 20 回京滋奈良ハートリズム研究会 
（2010.2.13 京都） 
 八尾武憲、水澤有香、中澤優子、宮本 証、伊藤英樹、芦原貴司、杉本喜久、伊藤 誠、
堀江 稔、城日加里：J 波を伴う突発性心室細動におけるデバイス治療の工夫と有効性 
日本不整脈学会 第 2 回植え込みデバイス関連冬季大会 (2010.02.20-21 東京) 
 Makiyama T, Watanabe S, Yamamura K, Arima M, Hattori T, Ohno S, Shizuta S, 
Doi T, Nishio Y, Itoh H, Akao M, Yokode M, Kimura T, Horie M: Both Gain- and 
Loss-of-Function Mutations in the Cardiac Na Channel Gene, SCN5A, are 
Associated with Sudden Infant Death Syndrome (SIDS). 第 74 回日本循環器学会総
会・学術集会 （2010.03.05-07 京都） 
 Wada A, Matsumoto T, Ohnishi M, Takayama T, Tsutamoto T, Horie M: Chymase 
Inhibition Suppresses Excessive Oxidative Stress through NADPH Oxidase and 
Improves Cardiac Function in Heart Failure 第 74 回日本循環器学会総会・学術集会 
（2010.03.05-07 京都） 
 Hattori T, Makiyama T, Akao M, Ehara E, Ohno S, Nishio Y, Itoh H, Yokode M, 
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 伊藤 誠：抗凝固治療法を中心とした心房細動ガイドラインの応用 湖北医師会学術
講演会.（2009.9.24 滋賀） 
 吉井理一郎,高山幸一郎,山下寛人,中澤優子,伊藤英樹,高島弘行,伊藤 誠,堀江 稔：多量
の心嚢水を認めた好酸球性心筋炎の１例 .第１８９回日本内科学会近畿地方
会.(2009.9.26 大阪). 
 山本 孝：冠動脈のプラークコントロール . REGESSION SUMMIT in 滋賀 
Metabolic&CV .(2009.9.26 滋賀). 
 伊 藤  誠 ： ARB と 不 整 脈 .  REGESSION SUMMIT in 滋 賀 
Metabolic&CV .(2009.9.26 滋賀). 
 蔦本尚慶：臓器保護を考えた薬剤選択－スタンチンと ARB のエビデンス . 
REGESSION SUMMIT in 滋賀 Part 2 Metabolic&CV .(2009.9.28 滋賀). 
 松本鉄也：ACE 阻害薬の多面的作用：線溶系における意義.第 32 回日本高血圧学会総
会.(2009.10.1-3 滋賀). 
松本鉄也,中江一郎,高島弘行,山根哲信,堀江 稔：高血圧患者における左室機能と脈波
伝搬速度、Augmentation index の関連.第 32 回日本高血圧学会総会.(2009.10.1-3 滋
賀). 
 松本鉄也：ACE 阻害薬の多面的作用：線溶系における意義. 第 32 回日本高血圧学会総
会 ランチョンセミナー1-2.(2009.10.1). 
 伊藤英樹, 八尾武憲, 宮本 証, 中澤優子, 城日加里, 水澤有香, 芦原貴司, 八木崇文, 
横田良司, 杉本喜久, 伊藤 誠, 堀江 稔：冠動脈洞開口以上を合併した防湿回帰性頻
拍にカテーテル・アブレーションを施行し根治しえた１例.第 21 回 カテーテル・アブ
レーション委員会公開研究会.(2009.10.16-8 埼玉). 
 八尾武憲，宮本 証，中津優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔：






 堀江 稔：心房細動を巡る最近の話題.第 2 回東西循環器懇話会.(2009.10.31 京都). 
 Nishiyama K, Takayoshi Tsutamoto, Masayuki Yamaji, Chiho Kawahara, Masanori 
Fujii, Takashi Yamamoto, Ichiro Nakae, Minoru Horie : Dose of carvedilol on 
transcardiac gradient of norepinephrine and prognosis in patients with chronic 
heart failure (CHF).第１3 回 日本心不全学会学術集会 YIA．（2009.10.30 -11.1 福
岡）. 
 芦原貴司：心房細動のマッピング：心臓電気生理シミュレーションから判ること．熊
本大学医学部附属病院不整脈先端医療寄附講座主催学術講演会 特別講演 (2009.12.02 
熊本) 
 八尾武憲、宮本 証、中澤優子、伊藤英樹、芦原貴司、杉本喜久、伊藤 誠、堀江 稔：
ICD 植え込み後に VF onset が明らかとなった心肺蘇生後の一例。ICD 公開研究会学術
集会 特別講演（2009.12.19 大阪) 
 
【２００８】 
 Ozeki Y，Fujii K，Kurimoto N，Tsuji K，Yamada N，Okawa M，Aoki T， Takahashi 
J，Ishida N，Narita M，Saito O，Horie M，Kunugi H．RISK FACTORS OF QTC 
INTERVAL PROLONGATION IN 1000 PATIENTS WITH SCHIZOPHRENIA．14th 
Biennial winter workshop on schizophrenia and bipolar disorders （2008/2/3-7，
Switzerland）． 
 Horie M．Inherited Arrhythmias Update ．第７２回 日本循環器学会・学術集会．
（2008.3.28-30 福岡）． 
 Ohno S， Toyoda F， Zankov D， Yoshida H， Makiyama T， Tsuji K， Honda T， 
Oobayashi K， Ueyama H， Shimizu W，Miyamoto Y， Kamakura S， Matsuura 
H， Kita T， Horie M．Mutant KCNE3 Reduces Repolarizing Potassium Current 
And Causes Long QT Syndrome．．第７２回 日本循環器学会・学術集会．
（2008.3.28-30 福岡）． 
 Itoh H，Ashihara T， Joh H， Ito M， Matsuura H， Horie M．Molecular 
Pathogenesis of Genotyped Drug-Induced Long QT Syndrome．第７２回 日本循環
器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Makita N，Shimizu W， Horie M， Hideki Itoh， Kamakura S， Tsutsui H．Overlap 
Between LQT3 and Brugada Syndrome: Clinical Features in a Common Mutation 
and Underlying Biophysical Mechanisms．第７２回 日本循環器学会・学術集会．
（2008.3.28-30 福岡）． 
 Makiyama T，Akao M， Doi T， Oono S， Nishio Y，Oka Y， Tsuji K， Itoh H， 
Kita T， Horie M ．Brugada Syndrome and Diverse Phenotypes of Cardiac Sodium 
Channelopathies．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Tsutamoto T， Tanaka T， Nishiyama K， Yamamoto T， Fujii M， Horie M．
Carperitide (ANP) Increases Plasma Adiponectin in Patients with Heart Failure．
第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Nishio Y，Nagaoka I， Ishida K， Makiyama T，Kajimoto K， Kasanuki H， Kita 
T， Horie M．Plakophilin-2 Mutations are Common in Japanese Arrhythmogenic 
Right Ventricular Cardiomyopathy．第７２回 日本循環器学会・学術集会．
（2008.3.28-30 福岡）． 
 Nishiyama K，Tsutamoto T， Tanaka T，Yamamoto T，Fujii M，Horie M．Cardiac 
Natriuretic Peptide as a Prognostic Biomarker of Heart Failure．第７２回 日本循
環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Makiyama T，Akao M，Shizuta S，Doi T，Nishiyama K，Oka Y，Oono S，Nishio 
Y，Tsuji K，Itoh H，Kimura T，Kita T，Horie M．A novel SCN5A gain-of-function 
mutation M1875T associated with familial atrial fibrillation．第７２回 日本循環器
学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Tsutamoto T，Tanaka T，Nishiyama K，Yamamoto T，Fujii M，Horie M．Plasma 
Level of Cardiotrophin-1 as a Prognostic Predictor in Patients with Chronic Heart 
Failure．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Tsutamoto T，Nishiyama K，Tanaka T，Yamamoto T，Fujii M，Horie M．A Marker 
of Downregulation of Endogenous Natriuretic Peptide is an Independent Prognostic 
Predictor in Patients with Chronic Heart Failure．第７２回 日本循環器学会・学術
集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Wada A，Matsumoto T，Ohnishi M，Takayama T，Tsutamoto T，Horie M．NADPH 
Oxidase Inhibition Improves Cardiac Dysfunction through the Suppression of 
Oxidative Stress And the Renin-Angiotensin System in Heart Failure．第７２回 日
本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Makiyama T，Akao M，Shizuta S，Doi T，Oono S，Nishio Y，Nishiyama K，Kimura 
T，Horie M，Kita T．Familial Dilated Cardiomyopathy with Conduction Disease 
Caused by Lamin A/C Mutations: Efficacy of the Cardiac Resynchronization 
Therapy with a Defibrillator．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 
福岡）． 
 Fujii M，Tsutamoto T，Tanaka T，Nishiyama K，Yamamoto T，Ohnishi M，Wada 
A，Horie M．Beneficial Effect of Perindopril on Cardiac Sympathetic Nerve Activity 
in Patients with Chronic Heart Failure - Comparison with Enalapril．第７２回 日
本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Matsuo S，Horie M，Nakae I，Nishimura T．Prognostic Value of Normal Stress 
Myocardial Perfusion Imaging in Japanese Population: a study Based on the 
J-ACCESS Study．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Yamagata K，Horie M， Ogawa S， Aizawa Y， Ohe T，Yamagishi M， Makita N， 
Tanaka T， Akao M， Yoshinaga M， Okamura H， Noda T， Miyamoto Y， 
Kamakura S，  Shimizu W．Clinical Phenotype of Japanese LQT1 Form of 
Congenital Long QT Syndrome by Location and Coding Type From Japanese 
Multicenter Registry．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Makiyama T，Akao M，Doi T，Oono S，Nishio Y，Tsuji K，Itoh H，Kita T，Horie 
M．Cardiac sodium channel gene mutations are prevalent in Japanese patients 
with familial sick sinus syndrome．第７２回 日本循環器学会・学術集会．
（2008.3.28-30 福岡）． 
 Nishio Y，Yamamoto S，Makita N，Makiyama T，Itoh H，Sakaguchi T，Oono S，
Akao M，Kita T，Horie M．A Common KCNE1 Polymorphism,D85N,is a Genetic 
Modifier of Long QT Syndrome．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 
福岡）． 
 Fujii M，Tsutamoto T，Nishiyama K，Tanaka T，Yamamoto T，Horie M．Atorvastatin 
Improves Cardiac Sympathetic Nerve Activity in Patients with Heart Failure．第７
２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Ito M，Nakazawa Y，Yao T，Joh H，Itoh H，Ashihara T，Sugimoto Y，Horie M．
Additional Linear Ablation Lines do not Reduce AF Recurrence after Pulmonary 
Vein Isolation in the Paroxysmal and Persistent AF．第７２回 日本循環器学会・学
術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Ashihara T，Yao T，Nakazawa Y，Sugimoto Y，Ito M，Namba T，Haraguchi R，
Nakazawa K，Ikeda T，Horie M．Effects of Amiodarone and Bepridil,Multi-channel 
Blockers,on Spiral Wave Reentries in Human Atrial Model with Electrical and 
Structural Remodelings．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福
岡）． 
 Makiyama T，Akao M，Haruna Y，Doi T，Oono S，Nishio Y，Tsuji K，Kita T，
Horie M．Mutation Analysis of the Glycerol-3 Phosphate Dehydrogenase-1 Like 
(GPD1L) Gene in Japanese Patients with Brugada Syndrome．第７２回 日本循環
器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Nakae I，Matsuo S，Matsumoto T，Mitsunami K，Horie M．Cardiac Diastolic 
Function as an Indicator of Myocardial Ischemia Estimated by 16-Frame Gated 
Myocardial Perfusion SPECT．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 
福岡）． 
 Ashihara T，Nakazawa Y，Yao T，Joh H，Itoh H，Sugimoto Y，Ito M，Horie M．
Early and Late Recurrences of Atrial Fibrillation after Pulmonary Vein Isolation: A 
Study Using Event-ECG Monitors．第７２回 日本循環器学会・学術集会．
（2008.3.28-30 福岡）． 
 Yamada Y，Sakaguchi T，Mitsuma W，Aizawa Y，Miyamoto K，Okamura H，Noda 
T，Satomi K，Suyama K，Kurita T，Aihara N，Kamakura S，Mitsuhashi T，Horie 
M，Shimizu W．Different Response to Exercise Testing between LQT7 Form of 
Congenital Long QT Syndrome and Catecholaminergic Polymorphic Ventricular 
Tachycardia．第７２回 日本循環器学会・学術集会．2008.3.28-30 福岡）． 
 Nishiyama K，Tsutamoto T，Tanaka T，Sakai H，Yamamoto T，Fujii M，Horie M．
Long-term Clinical Variation of Brain Natriuretic Peptide (BNP) and N-terminal 
Pro-BNP (NT-proBNP) in Patients with Stable Chronic Heart Failure．第７２回 日
本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Noda T，Horie M，Ogawa S，Aizawa Y，Ohe T，Yamagishi M，Makita N，Tanaka 
T，Akao M，Yoshinaga M，Okamura H，Miyamoto Y，Kamakura S，Shimizu W．
Impact of Frameshift Mutation and Nonsense-mediated mRNA Decay on Clinical 
Phenotype in LQT2 Form of Congenital Long QT Syndrome．第７２回 日本循環器
学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Yamane T，Matsumoto T，Eguchi Y，Oda H，Urade Y，Horie M．The Impact of 
Lipocalin-type Prostaglandin D Synthase on Coronary Atherosclerosis and 
Vasospasm．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Matsumoto T，Wada A，Ohnishi M，Yamamoto T，Fujii M，Tsutamoto T，Horie M．
ACE and Chymase Inhibition Prevents the Cardiac Remodeling Process Interacting 
with Cardiac Endothelin System in Heart Failure．第７２回 日本循環器学会・学
術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Matsumoto T，Yamane T，Takashima H，Nakae I，Horie M．Gender Differences 
in Coronary Microvasomotor Function in Patients with Coronary Vasospastic 
Angina．第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Tanaka T，Tsutamoto T，Nishiyama K，Fujii M，Yamamoto T，Sakai H，Horie M．
Impact of Oxidative Stress on Plasma Adiponectin in Patients with Heart Failure．
第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 Tanaka T，Tsutamoto T，Nishiyama K，Fujii M，Yamamoto T，Sakai H，Horie M．
Effect of Atrial Natriuretic peptide on Adiponectin in Patients with Heart Failure．
第７２回 日本循環器学会・学術集会．（2008.3.28-30 福岡）． 
 堀江 稔．不整脈診療：最近のトピックス．東山医師会学術講演会．（2008.1.18 京都）． 
 伊藤 誠．不整脈アブレーション治療について．東近江内科勉強会．（2008.1 滋賀）． 
 林 優，蔦本尚慶，堀江 稔．原発性アルドステロン症患者においてアルドステロン
の心臓への取り込みは左室重量を増加させる．第３５回 関西高血圧研究会．
（2008.01.25 京都）． 
 堀江 稔．閉会の辞．第３５回 関西高血圧研究会．（2008.01.25 京都）． 
 城 日加里，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 
稔．QT 延長症候群の管理について―経過観察中に心肺停止となった一例―．第１９回 
滋賀不整脈研究会．（2008.1.26 滋賀）． 
 伊藤英樹，林 秀樹，坂口知子，堀江 稔．全国登録データを生かすには？．平成１
９年度厚生労働科学研究費補助金創薬基盤推進研究事業「致死性遺伝性不整脈疾患の
遺伝子診断と臨床応用」班会議．（2008.1.29 大阪）． 
 中澤優子，伊藤 誠， 芦原貴司，稲垣菊代，八尾武憲，城日加里，伊藤英樹，杉本
喜久，堀江 稔，桝野みどり，金光陽子，楠本和也．非伝送携帯型イベント心電計を
用いた不整脈早期発見および AF に対する PVisolation 術の評価．第１７回 京滋奈良
ハートリズム研究会プログラム．（2008.2.2 京都）． 
 堀江 稔，伊藤 誠．心臓弁膜症と聴診所見．草津栗東医師会循環器研究会．（2008.2.13 
滋賀）． 




ラム 2008．（2008.3.13 滋賀）． 




 堀江 稔．虚血性心疾患と不整脈―最近の話題について―．第１５回 記念いなべ生
活習慣病研究会．（2008.3.18 三重）． 
 Honjo H，Yamazaki M，Harada M，Ishiguro YS，Takanari H，Ashihara T，Horie 
M，Nakazawa K，Sakuma I，Kamiya K，Kodama I:．Control of spiral wave reentry 
by low-intensity DC shocks in combination with moderate regional myocardial 
cooling ． The 85th Annual Meeting of the Physiological Society of Japan ．
（2008.3.25-27 東京）． 
 伊藤英樹，岡 優子，坂口知子，長岡伊織，中澤優子，八尾武憲，城日加里，芦原貴
司，伊藤 誠，堀江 稔．本邦における QT 延長症候群の遺伝的背景：先天性と後天性
における相違．第 105 回 日本内科学会．（2008.4.11-13 東京）． 
 岡 優子，伊藤英樹，坂口知子，長岡伊織，中澤優子，八尾武憲，城日加里，芦原貴
司，伊藤 誠，松浦 博，堀江 稔．薬剤性ＱＴ延長症候群の遺伝子異常と分子病態．
第３回 京滋ハートセミナー．（2008.4.17 京都）． 
 松本鉄也．冠疾患イベント抑制における RA 系阻害薬の意義．ACE-I ルネサンスセミ
ナーIN 長浜（2008.4.19 滋賀）． 
 堀江 稔．閉会のご挨拶．第６回 京滋臨床心血管フォーラム．（2008.4.26 京都）． 
 芦原貴司，八尾武憲，原口 亮，中沢一雄，藤堂貴弘，難波経豊，池田隆徳，伊藤 誠，
堀江 稔．ヒト慢性心房細動に対するマルチチャネル遮断薬の効果に関する in silico





谷香一郎，児玉逸雄．光学計測を用いた仮想電極分極現象誘発 Spiral Reentry の解析．
第 47 回日本生体医工学会大会．（2008.5.8-10 兵庫）． 
 荒船龍彦，山口喬弘，佐久間一郎，柴田仁太郎，芦原貴司，中沢一雄，本荘晴朗，神
谷香一郎，児玉逸雄．光学マッピングを用いた冷却心筋における通電刺激誘発仮想電
極分極現象の解析．第 47 回日本生体医工学会大会．（2008.5.8-10 兵庫）． 
 藤堂貴弘，原口 亮，難波経豊，八尾武憲，芦原貴司，東 将浩，稲田 紘，倉智嘉久，
中沢一雄．フィラメントの挙動から見たスパイラルリエントリーの持続性の判定に関





 松本鉄也．ガイドラインに従った高血圧治療．日常診療を語る会（2008.5.24 大阪)． 
 堀江 稔．デバイスを用いた不整脈治療を巡る最近のトピックス．ICD（植え込み型除
細動器）講演会．（2008.5.25 京都）． 
 蒔田直昌，筒井裕之，清水 渉，宮本康二，鎌倉史郎，宮本恵宏，伊藤英樹，堀江 稔．
LQT3 と Brugada 症候群のオーバーラップを規定する要因に関する多施設国際共同研
究．第２３回 日本不整脈学会学術大会．（2008.5.31-6.2 神奈川）． 
 伊藤英樹，岡 優子，坂口知子，長岡伊織，中澤優子，八尾武憲，城日加里，芦原貴
司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔，大野聖子，牧山 武．薬剤誘発性 QT 延長症例の
原因薬剤と遺伝子異常同定率．第２３回 日本不整脈学会学術大会．（2008.5.31-6.2 
神奈川）． 
 梶本克也，真中哲之，萩原誠久，笠貫 宏，堀江 稔，西尾由貴子．催不整脈右室心
筋症（ARVC/C）の病態と治療に関する研究．第２３回 日本不整脈学会学術大会．
（2008.5.31-6.2 神奈川）． 
 中澤優子，芦原貴司，八尾武憲，城日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．
心房細動に対する肺静脈隔離術の前後における自覚症状の変化 －携帯型心電計によ
る検討－．第２３回 日本不整脈学会学術大会．（2008.5.31-6.2 神奈川）． 
 岡 優子，伊藤英樹，長岡伊織，坂口知子，芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔，牧山 武，
大野聖子．房室ブロックによる後天性 QT 延長症候群の遺伝学的背景とその臨床像．第
２３回 日本不整脈学会学術大会．（2008.5.31-6.2 神奈川）． 
 山形研一郎，野田 崇，岡村英夫，鎌倉史郎，堀江 稔，相澤義房，大江 透，山岸
正和，蒔田直昌，田中敏博，赤尾昌治，宮本恵宏，吉永正夫，清水 渉．３型先天性
QT 延長症候群における遺伝子変異部位別の臨床的特徴 －日本国内多施設登録によ
る検討－．第２３回 日本不整脈学会学術大会．（2008.5.31-6.2 神奈川）． 
 八尾武憲，城日加里，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．
右室中隔ペーシングによる R 波高の変化 －ICD とペースメーカーとの比較－．第２
３回 日本不整脈学会学術大会．（2008.5.31-6.2 神奈川）． 
 川村美朋子，小澤友哉，八尾武憲，芦原貴司，伊藤英樹，伊藤 誠，堀江 稔，杉本
喜久，八木崇文，牧山 武．SCN5A の遺伝子異常(R179X)を有した下壁誘導 ST 上昇
型 Brugada 症候群の１例．第２３回 日本不整脈学会学術大会．（2008.5.31-6.2 神
奈川）． 




 太田宗樹，藤井応理，堀江 稔，藤野和典，浜本 徹，五月女隆男，江口 豊．早期
血栓閉塞型大動脈解離により心肺停止に至ったと考えられた一症例．第６５回 滋賀
県循環器疾患研究会．（2008.6.21 滋賀）． 
 太田宗樹，藤井応理，堀江 稔，藤野和典，浜本 徹，佐々木禎治，五月女隆男，江
口 豊．早期血栓閉塞型大動脈解離により心肺停止に至ったと考えられた一症例．第
１０５回 日本循環器学会近畿地方会．（2008.6.28 大阪） 
 堀江 稔．最近の不整脈診療を巡るトピックス．第４３回 東海支部主催生涯教育講
演会．（2008.6.28 静岡）． 
 堀江 稔．不整脈診療の最新動向．第３８回 日本内科学会近畿支部生涯教育講演会．
（2008.6.29 兵庫）． 
 山路正之，蔦本尚慶，西山敬三，河原千穂，藤井応理，山本 孝，堀江 稔．心不全
患者における血漿レニン濃度と予後．第６回 滋賀心血管とリスクファクター研究会．
（2008.7.5 滋賀）． 
 松本武洋，和田厚幸，大西正人，道家智博，藤井応理，山本 孝，蔦本尚慶，堀江 稔．
プロテオーム解析を用いた不全心筋でのタンパク質発現変化の検討―β遮断薬の心不
全治療の評価―．第６回 滋賀心血管とリスクファクター研究会．（2008.7.5 滋賀）． 
 松本鉄也．症例から学ぶ、虚血性心疾患と弁膜症の合併例への対応．日本循環器学会
教育研修委員会主催 第４回 循環器専門医を志す研修医のための卒後セミナー．
（2008. 7.6 大阪）． 
 堀江 稔．閉会の挨拶．第６回滋賀呼吸循環器フォーラム．（2008.07.12 滋賀）． 









 久松隆史、吉野知秀、筒井崇、高島弘行．My first CART technique．第６回滋賀呼吸
循環器フォーラム．（2008.07.12 滋賀）． 
 堀江 稔．開会の辞．関西アミオダロン講演会．（2008.07.19 大阪）． 
 辻 啓子，赤尾昌治，石井孝広，芦原貴司，牧山 武，大野聖子，堀江 稔．軽症の
QT延長症候群に関連するKCNQ1遺伝子イントロン7上の新規スプライス変異の同定．
第 20 回日本 RNA 学会．（2008.7.23-25 北海道）． 
 城日加里，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．
３回目のアブレーションにより根治し得た WPW 症候群の一例．第１８回 京滋奈良
ハートリズム研究会．（2008.7.26 京都）． 
 芦原貴司．致死性不整脈の in silico 研究：心臓電気生理の理解を深めるために．第９
回 九州重症不整脈研究会（2008.7.26 福岡）． 
 松本鉄也．研修医のための胸痛の鑑別診断．第８回卒後臨床研修イブニングセミナー．
（2008.8.1 滋賀）． 
 堀江 稔．循環器が目指す診断・治療の将来．Cardiology Summit in Shizuoka．
（2008.8.8 静岡）． 
 堀江 稔．何か気になる心電図変化（コメンテーター）．第１１７回 草津栗東医師会
循環器研究会．（2008.8.20 滋賀）． 
 伊藤 誠．何か気になる心電図変化（講師）．第１１７回 草津栗東医師会循環器研究
会．（2008.8.20 滋賀）． 
 堀江 稔．閉会の挨拶．第１７回 近畿ペースメーカー臨床懇話会．（2008.9.6 大阪）． 
 八尾武憲，城日加里，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．
ICD リード中隔留置の問題点．第１７回 近畿ペースメーカー臨床懇話会．（2008.9.6 
大阪）． 
 蔦本尚慶，田中俊成，西山敬三，山路正之，山本 孝，藤井応理，堀江 稔．カルペ
リチドのアディポネクチン増加作用．第５６回 日本心臓病学会学術集会．（2008.9.8 
東京）． 
 藤井応理，蔦本尚慶，山路正之，西山敬三，田中俊成，酒井 宏，山本 孝，堀江 稔．
ペリンドプリルは慢性心不全患者の交感神経活性を改善する：エナラプリルとの比較．
第５６回 日本心臓病学会学術集会．（2008.9.8 東京）． 
 西山敬三，蔦本尚慶，田中俊成，山路正之，酒井 宏，藤井応理，山本 孝，堀江 稔．
Carperitide 投与中の心不全重症度評価としての血漿 NT-proBNP 濃度の意義．第５６
回 日本心臓病学会学術集会．（2008.9.8 東京）． 













 堀江 稔．不整脈の病態生理と使われる薬剤 ～薬剤の重篤副作用としての不整脈を
含む～．滋賀県薬剤師会 第３回 スキルアップセミナー．（2008.9.23 滋賀）． 
 芦原貴司，宗清暁子，柴田晶美，山本貴子，高野綾子，岡本美朋子，松原亜季子，木














 芦原貴司，牧山 武，辻 啓子，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，城 日加里，赤尾
昌治，伊藤 誠，堀江 稔．SCN５A の gain-of-function による家族性心房細動の発
症メカニズムに関する数値解析的研究．第２４回心電情報処理ワークショップ
（2008.10.18 神奈川）．  
 芦原貴司，井尻 敬，山口 豪，高山健志，五十嵐健夫，難波経豊，島田達生，原口 
亮，中沢一雄．バーチャルハート・プルキンエ線維網のモデリング．第２回 田原淳
顕彰公開シンポジウム．（2008.10.18 大分）． 
 西山敬三．Plasma NT-pro BNP as a more reliable biomarker of endogenous cardiac 
natriuretic peptides than BNP during carpertide infusion．第１２回 日本心不全学
会学術集会．（2008.10.16-18 東京）． 
 西山敬三．Transcardiac increase in norepinephrine and prognosis in patients with 








 藤堂貴弘，原口 亮，難波経豊，芦原貴司，八尾武憲，東 将浩，池田隆徳，中沢一
雄．ヒト心室形状モデルにおける興奮波の分裂現象に関する研究：フィラメントの挙
動に基づく考察．第 24 回心電情報処理ワークショップ．（2008.10.18-19 千葉）． 
 難波経豊，藤堂貴弘，芦原貴司，八尾武憲，原口 亮，大江 透，池田隆徳，中沢一
雄：再分極過程での期外刺激による細動発生の条件．第 24 回心電情報処理ワークショ
ップ．（2008.10.18-19 千葉）． 
 八尾武憲，城日加里，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔，
南辻智仁，水野正裕，中井秀．IH 調理器が植え込み型除細動器へ及ぼす影響について．
第２４回 心電情報処理ワークショップ．（2008.10.19 神奈川）． 
 林 秀樹．心室細動に関与する細胞内カルシウム動態．第４３回 理論心電図研究会．
（2008.11.1 新潟）． 
 芦原貴司，牧山 武，辻 啓子，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，城 日加里，赤尾
昌治，伊藤 誠，堀江 稔．SCN5A の gain-of-function による家族性心房細動の発症
メカニズム：コンピュータシミュレーションによる検討．第２５回 日本心電学会学
術集会．（2008.11.1-2 新潟）． 
 中澤優子，芦原貴司，八尾武憲，城 日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 
稔．心房細動に対する肺静脈隔離術前後における自覚症状と心電図の変化：携帯型心
電計による検討．第２５回 日本心電学会学術集会．（2008.11.1-2 新潟）． 
 牧山 武，赤尾昌治，土井孝浩，大野聖子，西尾由貴子，辻 啓子，伊藤英樹，北 徹，
堀江 稔．Brugada 症候群、Brugada 様心電図患者における SCN5A 遺伝子解析．第
２５回 日本心電学会学術集会．（2008.11.1-2 新潟）． 






ついて．第２５回 日本心電学会学術集会．（2008.11.1-2 新潟）． 
 内山達司，牧山 武，堀江 稔，渡邉英一，佐野 幹，祖父江嘉洋，奥田健太郎，可




忠，浅野冬樹，江波戸美緒，東 祐圭，鈴木 洋，嶽山陽一，牧山 武，堀江 稔．
濃厚な心突然死の家族歴を持つ徐脈性心房細動で lamin A/C gene 異常を認め EPS で
Vf が誘発され ICD を植え込んだ１例．第２５回 日本心電学会学術集会．（2008.11.1-2 
新潟）． 
 芦原貴司．ICD の基礎と臨床：除細動の基礎：膜電位に及ぼす電場刺激効果：仮想電
極現象も含めて．第 25 回 日本心電学会学術集会．（2008.11.1-2 新潟）． 
 原口 亮，芦原貴司，鈴木慎吾，難波経豊，藤堂貴弘，八尾武憲，村上慎吾，倉智嘉
久，池田隆徳，中沢一雄．貫壁性再分極時間の差が頻脈性不整脈の興奮伝播ダイナミ




 藤堂貴弘，原口 亮，難波経豊，芦原貴司，八尾武憲，東 将浩，池田隆徳，中沢一
雄．フィラメントの挙動から見たヒト心室形状モデルにおける興奮波の分裂現象に関
する研究．第 25 回日本心電学会学術集会（2008.11.1-2 新潟）． 










 林 秀樹．滋賀医科大学における包括的心臓リハビリテーション．第８回 湖南循環
器ネットワーク．（2008.11.20 滋賀）． 
 八尾武憲．CARTOMERGE DEMONSTRATION－精度の高い Merge を目指して－．
Atrial Fibrillation Symposium Osaka 08．（2008.11.21 大阪）． 




０６回 日本循環器学会近畿地方会．（2008.11.29 兵庫）． 
 重森 度，芦原貴司，大村陽一，宮田 悠，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，城日加
里，北川貢嗣，山本 孝，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．難治性 incessant VT に対
し統合的アプローチが有効であった一症例．第１０６回 日本循環器学会近畿地方会．
（2008.11.29 兵庫）． 
 蔦本尚慶．アルドステロンと心臓～新たな RAAS 時代へ～．第１０６回 日本循環器
学会近畿地方会．（2008.11.29 兵庫）． 
 蔦本尚慶．心不全マーカーと心血管リスク予測因子としてのナトリウム利尿ペプチド．
第２９回 日本臨床薬理学会年会．（2008.12.4-6 東京）． 
 杉本喜久，城日加里，八尾武憲，伊藤英樹、芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔．Fidelis6949




 堀江 稔． 心房細動の診断と治療：最近のトピックス． 第 24 回高知不整脈研究会． 
（2007.1.18 高知). 
 堀江 稔． 家庭での心電図モニタリングの重要性 ―日常診療にいかに活かせるか―． 
朝日ホームメディカルセミナー． （2007.01.20 大阪). 
 藤井 応理．高血圧性心疾患を合併した大動脈炎症候群の一例．第３４回 関西高血
圧研究会．（2007.1.26 京都）． 
 堀江 稔．心房細動の診断と治療の最前線．第３回乙訓学術講演会のご案内．（2007.1.27 
京都） 
 坂口知子，伊藤英樹，長岡伊織，岡 優子，辻 啓子，八尾武憲，中澤優子，城 日
加里，芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔，杉本喜久，松浦 博，丁 維光，全田直子，
東 祐圭，嶽山 陽一． 遺伝子変異を認めた薬剤性QT延長症候群の一症例―KCNH2 
遺伝子変異（A614V)と第一世代抗ヒスタミン薬ヒドロキシジン（アタラックス P）―． 
第 18 回滋賀不整脈研究会． （2007.2.3 大津). 
 伊藤英樹，八尾武憲，城 日加里，中澤優子，芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔． 心
外膜側からパーフェクトマップが得られたにもかかわらず、心内膜側からの通電にて
焼灼しえた左室流出路起源心室頻拍の一例． 第 18 回滋賀不整脈研究会． （2007.2.3 
大津). 
 伊藤 誠，堀江 稔． 学校心臓検診上注意したい QT 延長（徐脈との関連）．第 18
回滋賀不整脈研究会． （2007.2.3 大津). 
 城日加里，芦原貴司，寺村真範，八尾武憲，杉本喜久，伊藤英樹，伊藤 誠，堀江 稔．
Brugada 症候群における ICD の不適切作動をいかに回避するか．第 15 回京滋奈良ハ
ートリズム研究会．（2007.2.3 京都）． 




 河原千穂，藤井応理，羽白 高，高島弘行，松本鉄也，堀江 稔．右房内肉腫による
上大静脈症候群をステント留置により解除した一例．第１２回 日本心血管インター
ベンション学会、第４回日本心血管カテーテル治療学会．（2007.2.03 大阪）． 
 堀江 稔． 心房細動の Upstream 治療ー最近の話題ー． 第 10 回大阪 5 大学合同心
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(2006.10.26 高松市)． 
 藤堂貴弘，原口 亮，八尾武憲，難波経豊，芦原貴司，永田 啓，東 将浩，稲田 紘，
中沢一雄．  コンピュータシミュレーションによる不整脈発生危険予測 システムの
開発の試み． ＭＥとバイオサイバネティックス研究会(MBE)． (2006.10.27 大阪). 
 堀江 稔． 心房細動の診断と治療～ARB の役割と位置づけ～．  春日井市医師会学




ションのための技術開発． 第 7 回日本医療情報学会学術大会． (2006.11.01-03 札
幌). 
 松尾信郎． 中江一郎． 増田大輔． 蔦本尚慶，高田政彦． 村田喜代史． 堀江 稔． 
拡張型心筋症における Tc-99m-ses-tamibi の洗い出しの臨床的意義の検討．第 46 回日
本核医学会学術総会． (2006.11.09-11 鹿児島）． 
 松尾信郎，中江一郎，増田大輔，奥田奈賀子，松本鉄也，堀江 稔． アルコール性心
筋症に心臓核医学的評価が有用であった 1 例．  第 16 回日本心臓核医学会． 
（2006.11.11 鹿児島). 
 増田大輔，松尾信郎，中江一郎，堀江 稔． 第 16 回日本心臓核医学会． （2006.11.11 
鹿児島). 
 河原千穂，藤井応理，本田真一朗，羽白 高，松本鉄也，蔦本尚慶，堀江 稔． 右心
房内肉腫により上大静脈症候群をきたした１例． 第 5 回滋賀レニンアンジオテンシン
と循環系研究会（2006.11.15 大津）． 
 松本武洋，和田厚幸，大西正人，田中妥典，楠川順也，木之下正彦，藤井応理，山本 
孝，蔦本尚慶，堀江 稔． キマーゼ阻害による臓器保護作用について．第 5 回滋賀レ
ニンアンジオテンシンと循環系研究会（2006.11.15 大津）． 
 松尾信郎． 心不全における 99mTc-sestamibi の washout に関する検討． 第 3 回 カ
ルディオライト WO 研究会 West． （2006.11.18 大阪). 
 寺村真範，高橋聡文，藤井応理，松本鉄也，堀江 稔，四方寛子，野田洋一，辻田靖
之，浜本 徹，江口 豊． 妊娠 12 週で急性大動脈解離を発症した Marfan 症候群の
一例．第 62 回滋賀県循環器疾患研究会． (2006.11.25 草津). 
 福原武久（座長），宇津 貴，松本鉄也，森上直樹（コメンテーター）． 日本人ハイリ
スク高血圧患者の降圧剤の適正併用療法～短期のリスク回避，長期のリスク回避～（パ
ネルディスカッション）． 第 25 回滋賀高血圧研究会学術講演会． (2006.11.25 大津）． 
 蔦本尚慶． エンドセリンと肺高血圧症．京滋肺高血圧症講演会． （2006.11.30 京都). 
 堀江 稔,QT 延長症候群の診断と治療：Andersen 症候群を含めて．第１１回日本小児
心電学研究会（2006.12.01 鹿児島）． 
 蔦本尚慶． バイオマーカーから診た心不全． 第1回東京Cardiology Expert Meeting． 
（2006.12.01 東京). 
 堀江 稔． SAS と循環器疾患―最近の症例をもとに―． 第 107 回草津栗東医師会循
環器研究会． （2006.12.02 草津）． 
 尾関祐二，藤井久彌子，栗本直樹，大川匡子，功刀 浩，堀江 稔． 抗精神病薬によ
る QTc 延長リスクの遺伝学的評価．第 39 回精神神経系薬物治療研究報告会． 
(2006.12.08 大阪). 
 堀江 稔． 先天性 QT 延長症候群の診断と治療． 第 26 回東邦大学生命科学シンポジ
ウム． （2006.12.07 船橋). 
 伊藤英樹，坂口知子，岡 優子，長岡伊織，辻 啓子，堀江 稔，呉 捷，林 維光，
松浦 博，牧山 武，大野聖子，赤尾昌治． QT 短縮を認めた Brugada 症候群におけ
る新たな KCNH２遺伝子変異． 循環病研究委託事業 16 公-3 班会議「無症候性
Brugada 症候群の予後に関する研究（多施設共同継続研究）」 （2006.12.09 大阪). 
 松本祐一，樽谷康弘，吉野知秀，羽野嘉文，高山智行，環 愼二，岡林旅人，川嶋剛
史，山本 孝，堀江 稔． ステントを留置せずに治療し得た抗リン脂質抗体症候群の
若年発症急性心筋梗塞の一例．第 102 回日本循環器学会近畿地方会． (2006.12.09 大
津). 
 芦原貴司，中澤優子，八尾武憲，城 日加里，伊藤英樹，八木崇文，杉本喜久，伊藤 
誠，堀江 稔． 心房細動に対する拡大肺静脈隔離術後における携帯型心電計の有用性． 
第 102 回日本循環器学会近畿地方会． (2006.12.09 大津). 
 四方田真紀子，松尾信郎，芦原貴司，八尾武憲，杉本喜久，松本鉄也，伊藤 誠，堀
江 稔． 不整脈源性右室心筋症に対して ICD 植え込み術を施行した一例． 第 102 回
日本循環器学会近畿地方会． (2006.12.09 大津). 
 國友健生，伊藤英樹，伊藤 誠，八尾武憲，中澤優子，芦原貴司，城 日加里，堀江 
稔，杉本喜久． 前心室間静脈からのペーシング波形が VT と一致したが、大動脈弁左
冠尖からの高周波通電により根治した sustained VT の一例． 第 102 回日本循環器学
会近畿地方会． (2006.12.09 大津). 
 道智賢市，松本祐一，長岡伊織，八尾武憲，坂口知子，中澤優子，岡 優子，伊藤英
樹，芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔，住友直方，鷹津良樹． 心筋リアノジン受容体(hRYR2)
の遺伝子変異を有したカテコラミン誘発性多形性心室頻拍（CPVT)の 2 症例． 第 102
回日本循環器学会近畿地方会． (2006.12.09 大津). 
 大村 寧，近藤基之，本田 亘，卯木 智，西尾善彦，前川 聡，柏木厚典，高島弘
行，堀江 稔，門脇 崇，上島弘嗣，鈴木英司，吉村 達． 糖尿病患者における冠動
脈病変と冠動脈石灰化スコアの関連性の検討． 第 102 回日本循環器学会近畿地方会． 
(2006.12.09 大津). 
 環 愼二，吉野知秀，松本祐一，高山智行，樽谷康弘，岡林旅人，川嶋剛史，堀江 稔． 
早朝高血圧症とメタボリックシンドローム． 第 102 回日本循環器学会近畿地方会． 
(2006.12.09 大津). 
 河原千穂，谷口 晋，高島弘行，山本 孝，松本鉄也，堀江 稔，浜本 徹，辻田靖
之，江口 豊． 急性心筋梗塞後チクロピジンで血栓性血小板減少性紫斑病をきたした
1 例． 第 102 回日本循環器学会近畿地方会． (2006.12.09 大津). 
 寺村真範，高橋聡文，藤井応理，松本鉄也，堀江 稔． 四方寛子，野田洋一，辻田靖
之，浜本 徹，江口 豊． 妊娠 12 週で急性大動脈解離を発症した Marfan 症候群の
一例． 第 102 回日本循環器学会近畿地方会． (2006.12.09 大津). 
 羽野嘉文，岡林旅人，吉野知秀，松本祐一，高山智行，樽谷康弘，環 愼二，川嶋剛
史，山本 孝，堀江 稔． 急性心不全をきっかけに判明した右冠動脈肺動脈起始症の
一例． 第 102 回日本循環器学会近畿地方会． (2006.12.09 大津). 
 浜本 徹，辻田靖之，江口 豊，寺村真範，芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔． 松本祐
一，川嶋剛史． 救急隊による心肺蘇生と病病連携にて社会復帰しえたマラソン競技中
の心肺停止の一例． 第 102 回日本循環器学会近畿地方会． (2006.12.09 大津). 
 堀江 稔．「心房細動と心原性脳塞栓症」、「脳ー心連関を考える『心房細動と脳血管障
害』」．Meet the Expert～脳ー心連関を考える～．（2006.12.14 大津）． 
 蔦本尚慶． マーカー及び治療薬としてのナトリウム利尿ペプチド． 急性心不全勉強
会． （2006.12.14 東京）． 
 堀江 稔． メタボリックシンドロームと心房細動 ～レニン・アンギオテンシン系と




血圧－冠動脈および上腕動脈の検討－第 32 回関西高血圧研究会 (2005.1.15 京都). 
 伊藤 誠，杉本喜久，八木崇文，八尾武憲，小澤友哉，芦原貴司，堀江 稔．発作性
心房細胞に対する電気的肺静脈隔離術の成績と問題点．第 11 回京滋奈良心臓ペーシン
グ電気生理研究会 (2005.01.15 京都). 
 岡本美朋子，小澤友哉，高野綾子，八尾武憲，伊藤 誠，杉本喜久，八木崇文，芦原
貴司，堀江 稔． II, III, aVF 誘導で ST 上昇を示し VF storm を来した Brugada 症
候群の 1 例．第 16 回滋賀不整脈研究会 (2005,01,22 大津). 
 堀江 稔． ATP 感受性チャンネル-心筋と膵β細胞における働き-．第 2 回徳島糖尿病
治療研究会 (2005.1.28 徳島). 
 八尾武憲，難波経豊，芦原貴司，原口 亮，中沢一雄，池田隆徳．多電極マッピング
可視化アルゴリズムの開発による心臓不整脈現象の解析．ＭＥとバイオサイバネティ
ックス研究会(MBE). (2005.01.29 福岡). 
 堀江 稔．遺伝性不整脈のテーラーメイド医療．第 34 回日本心脈管作動物質学会 
(2005.02.04 京都). 
 伊藤 誠． たこつぼ心筋症． 第 96 回草津栗東医師会循環器研究会(2005.02.08 草津). 
 松本鉄也．冠血管内皮機能に対する losartan の効果． 「ニューロタン錠 50」学術講
演会 (2005.02.10 草津). 
 蔦本尚慶． hANP の心筋保護作用． HANP フォーラム in 滋賀 (2005.02.19 大津). 
 環 愼二，松本祐一，岡林旅人，川嶋剛史，堀江 稔．早期高血圧に対する薬剤別の
降圧効果の検討．第 102 回日本内科学会講演会 (2005.02.20 大阪). 
 松本鉄也． 症例報告「たこつぼ型心筋症」． 第 1 回湖南循環器ネットワーク(2005.02.24 
大津). 
 道智賢市，松井圭司，伊藤 誠，小澤友哉，八尾武憲，堀江 稔，杉本喜久，芦原貴
司，鷹津良樹，江崎嘉彦． ICD 移植術を行ったカテコラミン誘発性多形性心室頻拍症
の 1 例．第 19 回滋賀医科大学呼吸循環器内科定期総会一般演題 (2005.02.26 大津). 
 大西正人，長岡伊織，田中妥典，楠川順也，木之下正彦．心エコーで右房内腫瘍と診
断された一例．第 19 回滋賀医科大学呼吸循環器内科定期総会一般演題 (2005.02.26 大
津). 
 高橋正行，菅井京子，豊田一成．大津市における高齢者への運動療法．第 19 回滋賀医
科大学呼吸循環器内科定期総会一般演題 (2005.02.26 大津). 
 吉田秀忠，竹中琴重，牧山 武，大野聖子，土井孝浩，辻 啓子，堀江 稔． QT 延
長症候群とブルガダ症候群症例における遺伝子変異検出率とチャネル変異の特徴．心
臓血管系イオンチャネルの機能障害に基づく病態発症機構の解明とその治療戦略の構
築 (2005.03.08-09 岡崎). 
 Dhoke T. Proteome analysis reveals the significant altenations of cardiac small heat 
shock proteins expression in heart failure. The 69th annual scientific meeting of the 
Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 (2005.03.19-21 
Yokohama). 
 Hosokawa R, Ohba M, Kambara N, Shizuta S, Matsuo S, Nakae I, Nishiyama K, 
Doi T, Nishio Y, Kimura T, Horie M, Kita T. The effect of cardiac resynchronization 
therapy (CRT). in patients with severe left ventricular dysfunction – evaluation by 
quantitative gated SPECT (QGS).-. The 69th annual scientific meeting of the 
Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 (2005.03.19-21 
Yokohama). 
 Ishikawa C. Inhibition of aldosterone and endothelin-1 by carperitide was 
attenuated more than one week infusion in patients with congestive heart failure. 
The 69th annual scientific meeting of the Japanese circulation society 第 69 回日本
循環器学会総会・学術集会 (2005.03.19-21 Yokohama). 
 Ishikawa C. Plasma high-sensitive C-reactive protein as an independent prognostic 
predictor in patients with dilated cardiomyopathy. The 69th annual scientific 
meeting of the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2005.03.19-21 Yokohama). 
 Ito M, Yao T, Ozawa T, Horie M, Sugimoto Y, Yagi T, Ashihara T. Left atrial 
tachycardia post pulmonary veins isolation: individual PV isolation vs combination 
of PV isolation and left atrial linear ablation. The 69th annual scientific meeting of 
the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2005.03.19-21 Yokohama). 
 Matsumoto T, Yamane T, Eguchi Y, Tarutani Y, Oda H, Nagata N, Eguchi N, Urade 
Y, Horie M. Relationship between coronary vasomotor function and serum 
lipocalin-type prostaglandin D synthase level in coronary vasospastic angina. The 
69th annual scientific meeting of the Japanese circulation society 第 69 回日本循環
器学会総会・学術集会 (2005.03.19-21 Yokohama). 
 Matsuo S, Matsumoto T, Nakae I, Masuda D, Koh T, Tarutani Y, Horie M. 
Endothelial dysfunction may play a role in left ventricular remodeling after 
primary coronary angioplasty for acute myocardial infarction. The 69th annual 
scientific meeting of the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・
学術集会 (2005.03.19-21 Yokohama). 
 Matsuo S, Matsumoto T, Nakae I, Koh T, Tarutani Y, Masuda D, Horie M. Role of 
impaired sympathetic nerve function in enhancing coronary vasoconstriction in 
patients with hypertrophic cardiomyopathy. The 69th annual scientific meeting of 
the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2005.03.19-21 Yokohama). 
 Nakae I, Matsuo S, Koh T, Mitsunami K, Horie M. Myocardial fatty acid 
metabolism in patients with cardiac dysfunction. The 69th annual scientific 
meeting of the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2005.03.19-21 Yokohama). 
 Namba T, Yao T, Ashihara T, Nakazawa K, Ikeda T, Ohe T. Amiodarone organizes 
multiple wavelets into simple spiral reentry: by new protocol for automatically 
visualizing activation propagation from "electrode mapping". The 69th annual 
scientific meeting of the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・
学術集会 (2005.03.19-21 Yokohama). 
 Sakai H. Is transcardiac increase of plasma N-terminal proBNP level related to 
coronary artery stenosis in patients with ischemic heart disease? The 69th annual 
scientific meeting of the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・
学術集会 (2005.03.19-21 Yokohama). 
 Takayama T. Chronic NADPH oxidase inhibiton improves cardiac function through 
the suppression of oxidative stress in heart failure. The 69th annual scientific 
meeting of the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2005.03.19-21 Yokohama). 
 Tarutani Y, Matsumoto T, Takashima H, Yamane T, Horie M. Relationship between 
coronary endothelial function and aortic stiffness in hypertensive patients : effects 
of adequate blood pressure control. The 69th annual scientific meeting of the 
Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 (2005.03.19-21 
Yokohama). 
 Tsutamoto T. Slightly renal dysfunction influences on the plasma N terminal 
proBNP level in patient with heart failure. The 69th annual scientific meeting of 
the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2005.03.19-21 Yokohama). 
 Wada A. Cardiac mast cell chymase plays a significant role in the progression of 
cardiac remodeling via collagen accumulation. The 69th annual scientific meeting 
of the Japanese circulation society 第 69 回日本循環器学会総会・学術集会 
(2005.03.19-21 Yokohama). 
 Yamane T, Matsumoto T, Eguchi Y, Torii R, Tarutani Y, Oda H, Nagata N, Eguchi N, 
Urade Y, Horie M. Role of lipocalin-type prostaglandin D synthase in 
atherosclerotic monkey coronary arteries: effect of estrogen replacement therapy. 
The 69th annual scientific meeting of the Japanese circulation society 第 69 回日本
循環器学会総会・学術集会 (2005.03.19-21 Yokohama). 
 伊藤 誠． 頻脈性不整脈に対するアブレーション治療． 第 12 回生活習慣病の診断・
治療研究会(2005.03.25 京都). 




究．第 44 回日本生体医工学会大会：ポスター (2005.04.25-27 筑波). 
 堀江 稔．心房細動における最近の話題． Junkanki Evening Seminar 不整脈を考え
る - ARB の抗不整脈作用 - (2005.05.11 豊田). 
 堀江 稔．心血管系における ATP 感受性カリウムチャネルの働き-SU 薬の選択．第 48
回日本糖尿病学会年次学術集会 (2005.05.13 神戸). 
 芦原貴司，中沢一雄，山崎正俊，本荘晴朗，佐久間一郎，神谷香一郎，児玉逸雄，Trayanova 
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